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論 文 内 容 の 要 旨
チャ赤菓枯病は炭疫病の 1種であって, チャ樹の重要病害の一つである｡ 一般に炭症病菌には外観健全
な寄主植物上に潜在する性質があるが, この潜在性に関する詳細な研究は少ない｡ 本論文はチャ赤某枯病
の潜在感染を追究したものである｡
まず本病原菌 (Glom erella cingulata) の生理学的性質をとりあげ, 温度, 湿度, 光などの環境因子が
本菌の菌糸発育, 胞子形成および付着器形成, 発芽などにおよぼす影響, さらにこれらの菌糸, 分生胞子
ならびに付着器の耐薬性, 耐乾性などを明らかにして, 潜在性との関係を論じている｡ すなわち, 本菌は







京都府宇治地方での本病の第一次発生は 3月下旬- 4月下旬頃であるが, 3月の気温が高く, 降雨量が
多い場合には本病の発生が助長される｡ 病原菌の越冬は主として羅病組織内の菌糸によるが, ほ場におい
ては気温, 空気湿度, 風雨が本菌の分生胞子形成およびその飛散に関係して発病を左右し, 冬季寒害によ
る葉の損傷, 夏期の排水不良と高温による根の傷害なども本病の発生を助長する｡ したがって, 外観健全
な葉に付傷したり, 新梢に袋掛処理をして潜在菌の活動を促せば, 発病は助長される｡
著者は本病の防除として薬剤散布を春秋 2率に行なって検討しているが, 薬剤散布は発病の抑制にある
程度役に立つが, 潜在菌の検出率は低下しない｡ したがって, 本病の防除にあたっては潜在菌に対する対
策を講ずる必要がある｡
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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
チャ赤菓枯病はチャ樹を侵害して, しばしば著しい被害を与えている｡ 多くの炭疫病におけ る と同様
に, 本病にも潜在感染の現象が認められるが, その機作についてはなお明確を欠く点が多かった｡
著者は本病に関し, まず病原菌の病原性, チャ樹の侵入抵抗, 病原菌の生理学的性質などを明らかにし
たが, とくに本病の潜在性の本質を病原菌の生理学的性質から説明しょうとつとめている｡ すなわち, ま
ず植物疾病における潜在性の概念を整理し, 本病の潜在性が病原性の強弱, 植物体上における菌糸の耐久
性などと関係のあることを明らかにした｡ 実際, 外観健全なチャ葉上には菌糸や付着器が認められ, さら
にクチクラ層や表皮細胞には徽感染した菌糸が確認される｡ したがって, 環境条件如何によっては, これ
らの菌糸が再び発育し, 発病の原因となるものと患われるが, 外観健全な葉に傷をつけたり, 袋掛によっ
て新梢を衰弱せしめると発病が助長される｡
以上のように, 著者はチャ樹の重要病害であるチャ赤菓枯病について種々の新知見を蘭らしたが, とく
に本病の潜在感染の機作を明確にしたことは植物病理学の基礎研究面に貢献するところが大きい｡
よって本論文は農学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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